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水 

コ
ラ
ム

(1)

◎
是

◆

「
仏
道
を
な
ら
ふ
と
い
う

は
、
自
己
を
な
ら
ふ
な
り
。
自

己
を
な
ら
ふ
と
い
う
は
、
自
己

を
わ
す
る
る
な
り
。
自
己
を
わ

す
る
る
と
い
う
は
、
万
法
に
証

せ
ら
る
る
な
り
。
万
法
に
証
せ

ら
る
る
と
い
う
は
、
自
己
の
身

心
、
お
よ
び
他
己
の
身
心
を
し

て
脱
落
せ
し
む
る
な
り
」
（
正

法
眼
蔵
・
現
成
公
案
の
巻
）◆

私
達
は
全
て
に
お
い
て
、
ど
こ

ま
で
も
自
己
中
心
で
あ
る
。
自

分
が
い
か
に
正
し
い
か
と
、
全

身
全
霊
を
も
っ
て
説
く
の
で
あ

る
が
、
た
ぶ
ん
限
り
な
く
自
己

中
心
で
あ
る◆

自
己
を
わ
す
れ

万
法
に
証
せ
ら
る
る
と
は
「
自

分
の
命
は
今
す
で
に
こ
の
世
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
と
自

覚
し
、
こ
れ
で
完
結
す
る
事
で

あ
る
。
そ
れ
を
身
体
で
表
現
す

れ
ば
「
坐
禅
」
に
な
る◆

と
こ

ろ
が
坐
禅
を
し
な
が
ら
も
や
っ

ぱ
り
自
己
中
心
で
、
た
だ
の
石

こ
ろ
に
な
れ
な
い
。
痛
い
足
を

自
分
の
都
合
で
解
決
せ
ね
ば
な

ら
な
い
の
だ
か
ら
・
・
（
世
）
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私
は
何
故
か
山
深
い
静
寂
な
地
の
寺
院
を
訪
ね
歩
く
こ
と
が
好
き
で
、
各

地
の
寺
を
巡
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
り
、
あ
る
お
寺
で
十
一 

観
音
様
に
出
会
い
、
そ
の
姿
の
美
し

さ
に
惹
か
れ
、
そ
れ
か
ら
は
西
国
三
十
三
番
観
音
霊
場
を
始
め
、
三
重
・
和

歌
山
・
大
阪
・
兵
庫
・
京
都
・
奈
良
・
滋
賀
・
福
井
な
ど
、
幾
多
の
十
一 

観
音
様
に
会
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
今
日
も
特
に
思
い
出
深
い
観
音
様
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　
室
生
寺
（
奈
良
県
室
生
村
）
の
十
一 
観
音
様
は
、
高
さ
は
二
メ
ー
ト
ル

女
性
の
よ
う
な
感
じ
の
観
音
様
で
重
文
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
寺
は
女
人
高
野

と
も
い
い
、
石
楠
花
の
寺
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
ま
す
。

　
長
谷
寺
（
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
）
は
伊
勢
街
道
の
有
名
な
寺
で
、
本
尊
の

十
一 

観
音
様
は
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。

　
聖
林
寺
（
奈
良
県
桜
井
市
）
の
十
一 

観
音
様
は
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
国

宝
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
観
音
様
は
む
か
し
、
大
神
神
宮
の
神
宮
寺
の
本
尊
で

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
で
寺
は
破
壊
さ
れ
、
田
ん

ぼ
の
溝
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
の
を
聖
林
寺
の
住
職
が
迎
え
て
安
置
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

　
道
明
寺
（
大
阪
府
道
明
寺
町
）
は
菅
原
道
真
公
の
伯
母
さ
ん
の
寺
で
、
道

真
公
が
京
都
か
ら
太
宰
府
に
下
る
途
中
立
ち
寄
ら
れ
た
と
い
う
尼
寺
で
、
こ

こ
の
本
尊
十
一 

観
音
様
は
高
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
、
道
真
公
の
作

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
観
音
寺
（
京
都
府
田
辺
町
）
は
駅
か
ら
歩
く
こ
と
四
キ
ロ
で
、
国
宝
の

十
一 

観
音
様
は
高
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
八
十
セ
ン
チ
、
優
し
い
感
じ
の
観
音
様

で
す
。

　
禅
定
寺
（
京
都
府
宇
治
市
）
の
十
一 

観
音
様
は
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
、

美
し
く
輝
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
渡
岸
寺
（
滋
賀
県
高
月
町
）
は
琵
琶
湖
の
北
、
静
か
な
農
村
の
中
に
観
音

堂
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
十
一 

観
音
様
は
高
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
七
十
セ
ン

チ
、
国
宝
で
、
多
く
の
観
音
様
の
中
で
最
も
姿
の
美
し
い
観
音
様
で
す
。
こ

の
観
音
様
を
一
目
見
よ
う
と
、
遠
来
の
人
々
が
多
く
訪
れ
ま
す
。
作
家
の
井

上
靖
さ
ん
も
何
度
か
訪
れ
ら
れ
、
渡
岸
寺
十
一 

観
音
の
本
も
書
い
て
お
ら

れ
ま
す
。
戦
国
時
代
に
戦
火
で
寺
が
焼
け
た
と
き
、
村
人
が
観
音
様
を
土
中

に
埋
め
て
守
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
埋
め
た
場
所
も
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
も
こ
こ
の
住
職
様
と
二
時
間
ほ
ど
話
を
し
て
、
観
音
堂
を
後

に
し
ま
し
た
。
帰
り
の
車
窓
か
ら
は
伊
吹
山
が
と
て
も
近
く
に
見
え
て
い
ま

し
た
。

十
一 

観
音
様
と
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滑
栄
免　
　
磯
本　
保

(渡岸寺の十一 観音)

ご　
案　
内

(3)

◆

八よ
う
か
こ
う
日
講

　
三
仏
忌(

降
誕
会
・
成
道
会
・
涅
槃
会)

、
彼
岸
会
、
施
餓
鬼
会
、
八
日
講

で
ご
先
祖
の
「
祥
月
命
日
」
の
回
向
を
勤
め
て
お
り
ま
す
。

　
毎
月
行
う
公
式
法
要
の
中
で
卒
都
婆
（
ソ
ト
バ
）
を
書
い
て
戒
名
を
読
み

上
げ
て
ご
回
向
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
合
同
回
向
と
な
り
ま
す
が
、
敬
し

い
法
縁
と
思
い
ま
す
。
法
要
日
の
前
日
ま
で
受
け
付
け
致
し
ま
す
。

回
向
料
〜
五
千
円
（
卒
塔
婆
代
含
む
）

◆

釈し
ゃ
く
そ
ん尊降ご
う
た
ん
え
誕
会
（
花
祭
り
）
法
要

　
４
月
８
日
の
午
前
10
時
よ
り
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。
小
さ
な
誕
生
仏
に

甘
茶
を
そ
そ
い
で
、
お
釈
迦
様
の
御
生
誕
を
荘
厳
す
る
法
要
で
す
。

　
法
要
後
の
お
説
教
は
、
唐
津
市
の
東
雲
寺
ご
住
職
、
渡
辺
隆
山
老
師
に
お

い
で
頂
き
ま
す
。

　
お
参
り
い
た
だ
い
た
方
に
の
み
、
甘
茶
と
花
の
種
の
セ
ッ
ト
を
さ
し
上
げ

ま
す
。
ど
う
ぞ
多
く
の
ご
参
詣
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
５
月
・
６
月
・
７
月
は
、
各
８
日
に
八
日
講
法
要
を
お
勤
め
致
し
ま
す
。

特
に
５
月
８
日
は
清
女
会
総
会
も
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
繰
り
合
わ
せ

ご
参
詣
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。

◆

祥
月
命
日
回
向

◆

全
国
梅
花
流
奉
詠
大
会

　
今
年
も
御
詠
歌
の
全
国
大
会
が
、
北
海
道
札
幌
市
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
宛
陵
寺
か
ら
も
10
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
31
日
よ
り
６
月
４
日
ま
で
住
職
が
引
率
す
る
予
定
で
す
。

◆

慈
眼
堂
納
骨
供
養
の
受
付
に
つ
い
て
（ 

紙
を
ご
覧
下
さ
い
）

◆

大
本
山
参
拝
旅
行
の
お
誘
い
（ 

紙
を
ご
覧
下
さ
い
）

◆

福ふ
く
で
ん
か
い

田
会
（
お
袈
裟
を
縫
う
会
）

　

10
月
31
日
〜
11
月
３
日
ま
で
の
三
泊
四
日
で
、
三
年
半
ぶ
り
に
大
本

山
参
拝
旅
行(

団
参)

を
計
画
致
し
ま
し
た
。
今
回
は
横
浜
の
大
本
山
総
持
寺

と
、
福
井
の
大
本
山
永
平
寺
の
両
本
山
に
参
籠
致
し
ま
す
。
チ
ラ
シ
に
申
込

用
紙
を
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
か
多
く
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
不

明
な
点
は
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
慈
眼
堂
の
設
備
等
が
整
い
、
納
骨
堂
と
し
て
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。 

紙
の
規
約
に
従
い
利
用
し
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
本
堂
・ 

牌
堂
に
お
預
か
り
し
て
い
る
遺
骨
も
、
所
轄
庁
の

条
令
に
従
い
慈
眼
堂
（
耐
火
構
造
の
建
物
）
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
大
切
な
遺
骨
を
預
か
っ
て
い
る
責
任
上
、
こ
の
際
契
約
を
更
改
致
し

ま
す
。
個 

に
ご
連
絡
を
致
し
ま
す
の
で
、
よ
く
ご
検
討
下
さ
る
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
毎
月
、
第
二
と
第
四
の
水
曜
日
、
午
前
９
時
よ
り
16
時
ま
で
、
お
袈
裟

を
把
針
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
頂
け
る
方
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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「
無
」
に
な
る
と
い
う
と
、
よ
く
勘
違
い
を
し
て
、
な
〜
ん
に
も
考

え
な
い
事
と
思
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
違
う
。
健
康
な
身
体
と
心
で
あ

れ
ば
、
前
の
物
が
見
え
る
、
外
の
音
が
聞
こ
え
る
、
寒
暖
が
感
じ
ら
れ

る
、
線
香
の
香
り
が
す
る
、
足
も
痛
い
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
自
然

に
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
坐
禅
を
し
て
い
る
時
の
、
こ
れ
が
、
生
命
活

動
の
表
情
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
個
人
と
し
て
の
人
間
に
関
係
が
な

い
。
こ
れ
が
生
き
て
い
る
姿
、
樣
相
で
、
わ
た
し
の
意
志
と
関
係
な
し

で
あ
る
。
こ
れ
を
「
不
思 
（
無
）
」
と
い
う
。

　
人
間
は
、
何
と
か
し
よ
う
、
ど
う
に
か
し
よ
う
と
、
猛
烈
に
な
る
。

信
仰
も
ま
た
、
自
分
の
ご
都
合
に
な
り
が
ち
だ
。
幸
・
不
幸
は
自
分
勝

手
の
判
断
だ
。
大
自
然
か
ら
見
た
ら
何
で
も
な
い
。
坐
禅
は
精
神
鍛
錬

で
は
な
い
。
自
分
を
、
自
分
の
都
合
の
良
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
は
な

い
。
坐
禅
は
徹
底
的
に
自
分
の
都
合
を
あ
き
ら
め
る
事
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
、
坐
禅
堂
に
入
っ
た
ら
、
生
活
を
忘
れ
る
心
構
え
は
最
低
で

も
必
要
だ
。
他
に
誰
が
い
て
も
関
係
な
い
。
し
ゃ
べ
る
必
要
も
な
い
の

で
黙
道
場
と
い
う
。
自
然
と
正
身
静
坐
に
入
っ
て
い
く
。
そ
こ
に
自
我

は
無
い
。
足
が
痛
く
て
も
動
か
ず
、
自
然
に
生
か
さ
れ
た
ま
ま
の
ペ
ー

ス
に
任
せ
き
る
。
こ
の
坐
っ
た
姿
を
「
不
思 

底
（
無
）
」
と
い
い
、

ホ
ト
ケ
と
い
う
。
こ
れ
以
上
の
安
心
は
他
に
は
な
い
。

　
『
坐
禅
会
は
、　
毎
週
土
曜
日
の
夜
７
時
よ
り
一
時
間
ほ
ど
で
す
。

老
若
男
女
ど
な
た
で
も
無
料
で
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
方

は
要
領
を
説
明
し
ま
す
の
で20

分
前
ま
で
に
。
』　
（
世
）

▼
 

「
無
」
に
な
る
と
い
う
こ
と ▲

(4)

【護持会役員の紹介】
会　
長　
高
橋
祐
一
（
仲　
町
）

副
会
長　
石
井　
光
（
土
肥
浦
）

副
会
長　
福
浦
長
生
（
寺　
上
）

会　
計　
浦
辺　
勝
（
新
本
町
）

監　
事　
寺
澤
初
義
（
北
東
一
）

監　
事　
丸
田
精
一
（
平　
尾
）

評
議
員　
永
戸
博
士
（
北
東
二
）

評
議
員　
田
中
一
行
（
白　
浜
）

評
議
員　
坂
本
晴
二
（
仏　
坂
）

評
議
員　
百
枝
義
人
（
仲　
町
）

評
議
員　
渡
口
誠
一
（
北
東
三
）

評
議
員　
寺
澤
正
夫
（
人　
柱
）

評
議
員　
山
口
喜
二
（
飛　
島
）

評
議
員　
磯
本　
保
（
滑　
栄
）

評
議
員　
渡
口
次
夫
（
木
場
一
）

評
議
員　
徳
永
貞
義
（
浜　
脇
）

評
議
員　
松
田
一
徳
（
元　
浦
）

評
議
員　
田
中
重
行
（
坂　
野
）

評
議
員　
末
竹
敏
雄
（
木
場
二
）

　
　
　

※

評
議
員
は
就
任
順

︻
護
持
会
評
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
す
︼

　
４
月
27
日
の
午
後
よ
り
開
催
し
ま
す
。
17
年
度
の
護
持
会
会
計
決

算
、
18
年
度
の
予
算
審
議
や
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。
護
持
会

へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
有
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の
各
地
区
役
員
・

評
議
員
へ
早
め
に
お
伝
え
下
さ
い
。

︻
清
女
会
総
会
を
開
催
し
ま
す
︼

　
５
月
８
日
の
10
時
か
ら
の
八
日
講
法
要
で
開
催
し
ま
す
。
組
織
が

整
っ
て
初
め
て
の
総
会
で
す
。
17
年
度
の
会
計
決
算
や
今
後
の
活
動

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
清
女
会
の
会
員
の
方
は
多
数
お
参

り
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。


